[bookmark: _GoBack]第４講座　建築物石綿含有建材調査報告書の作成

第４講座では、第２講座の書面調査、第３講座の（図面のない場合を含めた）現地調査に基づき、建築物石綿含有建材調査報告書（以下、「調査報告書」）を作成する。調査報告書の構成は以下の通りである。
①現地調査総括票				④現地調査個票・写真集
②表紙					⑤石綿分析結果報告書
③調査結果概要				⑥その他の添付資料

ここでは、調査報告書の主要部分である現地調査総括票、現地調査個票・写真集の作成要領について記す。
解体・改修のための事前調査では、すべての建材について石綿含有の有無を現地調査総括票に記載し、依頼者に報告する。報告を受けた依頼者は、石綿含有建材が有る場合は、石綿障害予防規則や大気汚染防止法に基づく届出や飛散防止措置等を行った上で、解体・改修工事を行うこととなる。建築物の維持管理のための建築物調査では、調査した建築物の吹付け石綿（レベル１）および保温材・断熱材・耐火被覆材（レベル２）の石綿建材の有無を、建築物の所有者に（所有者から委託があった場合は自治体提出分も）報告し、自治体では現地調査総括票を元に建築物データベースに保存することになる。
以下に各票の記入方法を説明する。なお、記入漏れと区別するため、記入項目について、不明および該当内容がない場合はそれぞれ「不明」、「－」と記載し、空欄としない。全体として見やすい票になるように留意したい。
なお、石綿障害予防規則に基づく記録（本講座の報告書に相当）について、平成30年４月20日基安化発0420第１号において、主として次の３要件が求められている。
1 石綿含有建材の有無と使用箇所を明確にする（解体・改修工事の作業者へ石綿含有建材の使用箇所を的確に伝える）
2 石綿を含有しないと判断した建材は、その判断根拠を示す、
3 調査の責任分担を明確にする（同一材料範囲の特定など、重要な判断を行った者を記載する）


４．１　現地調査総括票の記入 
４．１．１　建築物の概要
現地調査総括票の記入に当たっての注意事項を下記に示す。
① 建築物名称：建築物の調査時点での名称を記入する。（例：○○ビル、○○文化センター、○○邸、○○パーキングなど）
② 棟名称、番号：棟名称または棟番号がある場合は記入する。（Ａ棟、Ｂ棟、１号棟
など）
③ 建築物所在地：地番・家屋番号ではなく住居表示を記入する。（東京都○○区○○○丁目○番○→東京都○○区○○○-○-○）
④ 建築物用途：学校、店舗併用住宅、工場、商業ビルなどを記入する。
⑤ 建築物所有者：調査時点の所有者名（法人・個人）を記入する。
⑥ 所有者住所：住居表示を記入する。
⑦ 連絡先（TEL）：電話番号（携帯電話でも可）、氏名も記入する。
⑧ 確認済証交付日・番号：可能な限り年月日まで記入する。
⑨ 検査済証交付日・番号：可能な限り年月日まで記入する。
⑩ 増改築の有無：増改築年は可能な限り年月まで記入する。
⑪ 建築物構造：鉄骨造はＳ造、鉄骨鉄筋コンクリート造はＳＲＣ造など略称でよい。階数も記入する。地下１階はＢ１Ｆ、塔屋２階はＰＨ２Ｆとする。
⑫ 敷地面積：小数点以下は切り捨てとする。
⑬ 延べ床面積：小数点以下は切り捨てとする。
⑭ 調査者記入欄備考：特記事項を記載する。例えば、「(10)について「増改築なし」になっていたが、ヒアリングや調査の結果、増改築があったことが判明した。」
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４．１．２　所有者情報提供依頼概要
所有者情報提供依頼概要の記入に当たっての注意事項を下記に示す。
①	石綿調査履歴：調査者による調査であるなしを問わず、以前に当該建築物の石綿調査を実施したことがあるかの確認である。過去に調査を行った事実があった場合は、その際の調査報告書を見せてもらう必要がある。少なくとも調査実施機関の名称を記載しておく必要がある。該当項目に○印をつける。
②	調査会社名：過去の調査報告書を実際に見て記入する。
③ 調査時期：過去の調査では吹付けバーミキュライトなどは分析されていない可能性もあるので、調査・分析した時期は重要であり、所有者に調査時期による調査の不足を理解してもらうように努める。
④	分析会社名：過去の調査報告書を実際に見て記入する。調査会社と分析会社が同じ場合と異なる場合がある。
⑤	調査報告書の有無：過去に実施した調査報告書が存在する場合、その報告書を全ページともコピーし、今回の調査報告書に添付する。この場合も調査時期、分析方法を主眼としていることを所有者に説明する。
⑥	図面の有無：ある場合は、可能な限り図面を見せてもらう。調査の趣旨では竣工図や仕上げ表、平面図を確認する必要があるが、その他に調査に参考となる図があればできるだけ閲覧する。これらは「現地調査個票」にコピーを添付しておいて活用する。
なお、図面には確認図や竣工図、意匠図（特記仕様書、内装仕上表、外構図や平面図、天井伏図、断面図、立面図、コア部詳細図、矩計（かなばかり）図など）、構造図（仕様書、防火区画書など）、設備図（設備用特記仕様書、配管図、貫通部詳細図など）、施工図（カーテンウォール図など）、間取り図、一般概要図、敷地図などがある。
⑦	図面有りの場合：竣工図・仕上表・矩計図に○をする。その他の図面の場合は具体的名称を記載する。
⑧	建築確認申請図書の有無：建築確認申請図書がある場合は図面の種類を記入する。
⑨	改修工事歴－１、－２：どの部屋を改修したか、その際に（２２）（２３）石綿処理歴が存在するかを確認する。所有者が変わったなどで不明の場合は不明に○をする。トイレ・棟・階層欄や給湯器の入れ換えなど、本調査の趣意とは異なる場合には不明としてよい。賃貸ビルなど改修履歴の多い建築物などについては、わかる範囲で別紙にまとめ、改修工事歴の欄には別紙ありと記載する。
⑩	石綿処理歴－１、－２：石綿処理歴がある場合は、除去・封じ込め・囲い込みの区別に○をする。年月も記入する。
⑪	調査者記入欄：調査者が事前に実施した所有者へのヒアリング内容や実際に調査した上でのコメントを記載する。例えば所有者が、石綿封じ込め工事や囲い込み工事を実施したという話があっても、正しく理解されていない場合があるので、現地調査ではこの部屋も確認しておきたい。対象となる吹付け石綿になんらの飛散防止処置を施されずに、ボード類で覆った工事を「封じ込め」や「囲い込み」と称するなどが考えられる。「封じ込め」では正しく薬液が塗布されているもの、「囲い込み」では平成18年国土交通省告示1173号に基づいて設置が義務付けられている点検口が設置されておらず、「囲い込み」の要件を満たす状態とはなっていなかったなどと記載する。
４．１．３　今回調査の概要
記入に当たっての注意事項を下記に示す。
①	調査日：調査日および概略時間を記入する。
②	調査会社名：調査者が所属する会社名、個人資格で調査する場合は屋号、なければ個人名を記入する。
③	調査会社住所・TEL：調査者が所属する会社の住居表示と電話番号を記入する。個人の場合もこれに準じる。本調査に関して建築物所有者、自治体その他からの問い合わせがあることが想定されるので、必ず連絡先の電話番号は記入する。
④	調査者氏名：本調査を主体的に行った者の氏名および登録番号を記載し、補助した者の名前の併記は不要とする。また、本報告書には調査者登録証のコピーを添付すること。当該調査報告書の記載の全部を調査者自らが行い、その発行について責任を負うことに留意する。
⑤	分析会社名：分析機関名を記入する。
⑥	分析会社住所・TEL：分析機関住所や電話番号の記入は必須である。

４．１．４　今回調査箇所
本項は①設計図書などに石綿含有可能性材が掲載されている部屋②現場にて石綿含有可能性材を発見し採取した部屋③一般的に石綿含有可能性材が使われる可能性が高い部屋－の順を勘案した現地調査を行い、その結果を記載する。調査結果の記載については、調査対象建材があった部屋だけの記載ではなく、調査した全部屋について記載する。また、大きな建築物や部屋数の多い案件では、この一覧表と同様の欄を次ページに設けて記載することが望ましい。
記入に当たっての注意事項を下記に示す。
①	棟・階：多くの建築物は独立した１棟であるが、複数棟ある場合（○○棟）には別紙に棟別に整理し追加してもよい。階は必ず記載すること。工場、倉庫、体育館などの平屋の場合でも１階と記載する。
②	部屋名：必ず記載する。階段が複数ある場合には北側階段、Ｂ階段などと固有の名称を記入する。配管保温材などを調査、採取した場合は、その調査した部屋名を記載する。この詳細は次ページ以降に添付する「現地調査個票」と関連することになる。
③	外部：外階段や外壁等の建築物の外部について記載する。外部欄には調査を行った場所を記載する。
④	竪穴区画・煙突：ＥＶシャフト内部などの竪穴空間について記載する。棟・階層欄には、棟名称とその竪穴空間の階層（階数）を記入し、竪穴区画・煙突欄には、竪穴名称と実際に調査を行った場所（階）を（　）内に記載する。
⑤	部位：はり、柱など建築一般呼称でよい。採取した位置を指しているのではなく、石綿含有可能性材があった部位の全部を示している。
⑥	材料名：巻末資料８の表１.建材一覧表を参照に材料の形態を統一された一般名称（表１．の番号で可）で記載する。欄内の文字数が限られているので略称や通称（例：吹付けバーミキュライトは吹付け蛭石、吹付けロックウールは吹付けＲＷ（乾式・半乾式）など）でもよい。
⑦	レベル：必須の記入項目である。表1.3に示す区分で記載する。
⑧	調査手法：採取した場合は「採取」に○をする。目視で石綿含有可能性材を発見したが、既に採取した箇所と同じ石綿含有品のため、検体採取をしなかった場合や、調査対象となる吹付け石綿や保温材などが無かった場合「目視」の項目に○をする。ただし、調査者の技術、経験には差があることが想定されるので、原則は“疑わしい物は検体を採取”する（レベル１，２は原則採取する）。
⑨	劣化度：劣化度の判定は調査者の技術として重要であり、必須の記入項目である。十分な知識と経験、正確性と公平性、普遍性が求められていることに留意する。表3.9 吹付け石綿の劣化度判定を参照し判断する。
⑩	分析結果：調査者は、分析機関から送られてきた分析結果内容を確認し、問題がなければ「石綿分析結果報告書」に基づいて忠実に、石綿の種別（または石綿不検出の表記）、含有量をそのまま転記する。含有量に小数点の記載があればそのまま転記する。
⑪	参照ページ：調査メモ（個票）を基に清書した個別の部屋の状況（簡単な間取り、採取位置など）を簡潔に記入し添付した個票のページ番号を記入する。
⑫ 備考：簡潔にその部屋の特異性や石綿含有可能性材に関する特記事項を記入する。詳しくはその部屋の詳細ページを見ることになる。
例１：はりを除く天井 
例２：石綿が床に相当数落ちているような場合→脱落箇所多し

４．１．５　今回調査できなかった箇所
今回調査で、部屋への立ち入りが出来ず検体採取が出来なかった、機械類を撤去したあとでなければ検体採取が出来ない、その他構造上・立地条件等の問題で検体採取が不可能な箇所については詳細を調査報告書に記載しなくてはならない。
・ＰＣ板などが吹き付け施工後に設置されたケース
・現在使用中の建物で工具類で破砕等の作業が必要になるケース
・外壁塗材で躯体間の隙間が皆無のケース
・工場の天井が高く高所作業車等でなくては調査出来ないケース
調査者の見落としと区別する意味においても、階・部屋名などを記載するとともに、図面で図示し（色塗りなど）、その理由も簡潔に記載する。
これは調査後に解体や改修工事などが行われる場合、調査による瑕疵責任発生防止の意味において、あるいは、未調査箇所の有無を周知し、立入りができるようになった段階での追加調査の必要性を引き継ぐ意味においても、調査報告と同様に重要な意味を持つ。
記入に当たっての注意事項を下記に示す。
①	棟・階：多くの建築物は独立した１棟であるが、複数棟ある場合（○○棟）には別紙に棟別に整理し追加してもよい。階は必ず記載すること。工場、倉庫、体育館などの平屋の場合でも１階と記載する。
②	部屋名：必ず記載する。階段が複数ある場合には北側階段、Ｂ階段などと固有の名称を記入する。
③	推定部位：調査対象として推定される部位についてはり、柱など建築一般呼称で記載する。
④	推定材料名：推定される材料名を巻末資料８の表１．建材一覧表を参照に材料の形態を統一された一般名称（表１．の番号で可）で記載する。欄内の文字数が限られているので略称や通称（例：バーミキュライト吹付けは吹付け蛭石、吹付けロックウールは吹付けＲＷ（乾式・半乾式）など）でもよい。
⑤	調査できなかった理由：簡潔で具体的に記入する。
例えば居住者が居て使用中とか、鍵が無くて入室出来ず、高圧電流系統があり危険と判断した、物理的に現段階では調査ができない場所である（極端な狭所やカーテンウォール、ペリメータカウンター内等）など現状に合った内容を記入する。
⑥	参照ページ：調査できなかった箇所を現地調査個票に記載し、該当するページ番号を記入する。
⑦	備考：特記事項を記入する。
また、セクショナルボイラー内部のパッキン等、実質的に調査者が確認することが不可能な部分に石綿が使用されている可能性があれば、そのことも記載しておくことが望ましい（下図）。
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組立状態
ひも状の石綿


セクショナルボイラーの各セクションのジョイント部にはひも状の石綿が使用されている。

４．１．６　調査者からの今後の維持・管理のためのアドバイス
調査後も継続的に使用することを予定している建築物について、調査の結果を基に総合的な判断から、所有者などへのアドバイスを記載する項目である。総合的判断とは維持、環境調査、対策、措置、その他について判断することである。調査は石綿使用有無の確認と使用している場合はその劣化度を主として確認したものであり、部屋の使用頻度や使用者数まで十分調査していないため、部屋ごとのリスクは判定できない。しかし、建築物調査の結果は、当該建築物の使用による今後の石綿の健康リスクを総合的に判断する最も重要な情報となるため、使用頻度など判断可能な部屋の場合にはリスクに応じた記載が望ましい。建築物の管理は建築物所有者の責任範囲だが、調査者にも今後の管理の参考意見を求められる場合も多いと推定されるので、劣化の判断を主としつつ、一定の総合判断が必要となる。
石綿含有建材などを使用している部屋は、使用頻度が多ければリスクは高く、年数回しか使用されないような部屋のそれは低い。未成年者が利用する場合や不特定多数の人が使用するような部屋はリスクが高いので、劣化度が「やや劣化」でも石綿濃度測定と慎重な管理を推奨することが適切である。例えば、地下の非常用発電機室で年数回程度の特定者使用なら、石綿濃度測定の優先度は低くなる。部屋の天井に擦過痕が見受けられたら、「天井に触れると石綿飛散となるので注意書きを表示し、触れないよう指導してください。」など調査者の意見を記載する必要がある。
記入に当たっての注意事項を下記に示す。
①	維持：日常の維持管理で注意すべきことを記入する。
②	環境調査：定期的な環境測定の推奨などを記入する。
③	対策：石綿含有建材の状況に応じて、囲い込みや封じ込めなど、早期に対応すべき方策などを記入する。
④	措置：石綿の除去に向けた中長期的な計画について記入する。
⑤	その他：上記の項目以外で特に必要と思われた事項を記入する。

劣化度が「劣化」の場合、今後の管理のため石綿濃度測定が必要となるので、その点を記載する。床や天井ボード裏に石綿の破片があり、石綿粉じんの飛散が懸念される場合、石綿濃度測定の速やかな実施とともに、部屋への立ち入りの注意喚起などが考えられる。
劣化度が「やや劣化」の場合、可能な限り石綿濃度測定を推奨する。表示や管理のあり方について一定の見解は示しにくいが、使用頻度の多少、使用者が不特定多数か特定か、使用者に未成年が多いかなど考えて記載する。
劣化度が「劣化なし」の場合、調査済みか、今後の維持管理として定期的調査の必要性を推奨する。

以下に、劣化度に基づき、リスクも加味した記載例を示す。
＜１＞劣化の場合、以下の表現が適切と思われる。
　①　維持：除去工事の実施と、半年に１回以上の定期的な目視点検（劣化状況確認）が必要です。
②　環境調査：速やかな実施が必要です。
③　対策：吹付け石綿などの劣化が見られ、入室の際には保護具などの着用が必要です。
また、環境測定の結果によっては、入室禁止などの措置をとることを推奨します。
　④　措置：原則的に除去工事を推奨します。

＜２＞やや劣化の場合、表現が難しく参考例に基づいて記載する必要がある。
　① 維持：損傷箇所の補修と、年１回以上の定期的な目視点検(劣化状況確認)を行ってください。
②	環境調査：多くの方が使用するため、石綿濃度測定の実施を推奨します。
③	対策：できるだけ早い時期に、囲い込み（ビニールや合板などで囲い表面が露出しないようにする）などを検討してください。
④	措置：吹付け石綿は露出し、やや劣化しているために、将来的には除去することを推奨します。

＜３＞劣化なしの場合
　① 維持：年1回以上の定期的な目視点検（劣化状況確認）を推奨します。
②	環境調査：当面は不要ですが、今後実施が必要な場合もあります。
③	対策：該当室に入室する人へ吹付け石綿が使用されていることの告知と、注意事項（触らない、物を立てかけない、喫煙・飲食しないなど）の伝達を推奨します。
④	措置：人が接触しやすい箇所などは、今後、囲い込みなどの対策工事を検討してください。将来的には除去することを推奨します。


４．２　現地調査個票の記入
現地調査総括票に合本する、外観と個別の現地調査個票が別途に必要となる。建築物所有者の都合などによって入室できなかった部屋と、調査者の不注意によって入室しなかった部屋は、目視していないという結果では同じであっても、石綿調査の意義としては同じではない。所有者の理由の場合、今回の調査後に、未調査範囲として再調査することが可能である。しかし、調査者のミスによる、調査し忘れた部屋は「石綿なし」とされ、所有者の安全配慮への意識が欠落してしまうことになる。この結果、「石綿なし」を前提とした内装改修工事などが行われた場合、調査者の責任は重い、ということになる。
同じような部屋を次々と調査するような場合には、調査者の記憶違いなどが起こり得る。こうしたさまざまな現地の状況において調査を正確に行うため、調査者がその調査対象部屋内でメモ書きなどをしておくことは、後からの調査報告書の作成にも有効である。さらに各シーンでこまめに写真を撮影しておくことは、デジカメの撮影時間データ機能とあいまって思い出し効果も期待できて有効な資料となる。１部屋終了ごとのメモが、後の写真の整理や調査報告書の作成時に効果を発揮する。次の部屋に行く前には必ず習慣としてメモしておきたい。
現地調査個票は個別（部屋別など）に巡視した部屋を１部屋１ページとし記載する。あくまで調査者の現場でのメモ書きという位置付けであり、メモや自由記載欄を各調査者が自由に活用して、間取り図の清書、写真の添付などわかりやすいように記載する。建築図面があればその部分を切り抜き、コピーし貼り付けてもよい。なお、部屋別を基本とするが、小規模の建築物などではフロアごと、住戸などの場合は住戸ごとの作成も可とする。
現地調査個票の記入例は、４．３．１の報告書例を参照すること。

４．２．１　外観の記入
外観記入用の票に記入するに当たり、建築物の外観をじっくり観察し撮影することから始める。建築物の外周を一周し、建築物の構造を注視する。
記入に当たっての注意事項を下記に示す。
①	階数：階数を記入する。
②	定礎：定礎があれば、その印刻された内容についてメモをとるだけでなく、近寄って写真に収めておく。
③	構造：Ｓ造やＲＣ造など、建築物構造について記入する。
④	外壁構造：建築物正面側は化粧仕上げとなることが多いが、カーテンウォール（ＣＷ）やＰＣ板、軽量気泡コンクリート（ＡＬＣ）などの種別にも注視する。
⑤	備考：特記すべき事項を記入する。
⑥	メモ：気付いたことを記入する。
⑦	自由記入欄：非常階段や排気ガラリの位置、トイレの小窓やＰＨの位置から、調査対象の建築物のおおよその間取りを把握できる場合がある。写真やスケッチを挿入する場合は、見ている面の方位を、例えば「南面」などと示す。

４．２．２　部屋ごとの記入
１部屋終了ごとのメモが、後の写真の整理や調査報告書の作成時に有効となる。次の部屋に行く前に必ず習慣としてメモしておきたい。その際に各部屋の終了時刻を記入しておくと後日の整理で便利である。また、調査においては、セキュリティー上の理由、労働安全上の理由などにより、調査が十分にできない場合が考えられるが、このような場合には、必ずその旨をメモしておく必要がある。
調査の動線については立会い者と話しておき、例えば、最上階から下階に下がりながらの調査とする、同一階ではコアを中心に時計回りの調査とするなどあらかじめ決めておく。
記入に当たっての注意事項を下記に示す。
① ページ：現地調査総括票の今回調査箇所、参照ページの該当欄にこのページ番号を記入する。
② 階：階は必ず記載すること。多くの建築物は独立した１棟であるが、複数建築物がある場合（○○棟）には、別紙に棟別に整理し追加してもよい。また、コア部分は共通で、西翼、東翼などの構造となっている建築物もある。工場、倉庫、体育館などの平屋の場合でも１階と記載する。
③ 部屋名：必ず記載する。階段が複数ある場合には北側階段、Ｂ階段などと固有の名称を記入する。配管保温材などを調査、採取した場合は、その調査した部屋名を記載する。
④ 部位：はり、柱など建築一般呼称でよい。採取した位置を指しているのではなく、石綿含有可能性材があった部位の全部を示している。
⑤ 材料名：巻末資料８の表.１の建材一覧表を参照に材料の形態を統一された一般名称（表１．の番号で可）で記載する。欄内の文字数が限られているので略称や通称（例：吹付けバーミキュライトは吹付け蛭石、吹付けロックウールは吹付けＲＷ（乾式・半乾式）など）でもよい。
⑥ 厚さ：吹付け石綿の厚さを確認できる場合は記載する。
⑦ 劣化度：劣化度の判定は調査者の技術として重要であり、必須の記入項目である。十分な知識と経験、正確性と公平性、普遍性が求められていることに留意する。表3.9 吹付け石綿の劣化度判定を参照し判断する。
⑧ 備考：簡潔にその部屋の特異性や石綿含有可能性材に関する特記事項を記入する。詳しくはその部屋の詳細ページを見ることになる。
例として石綿が床に相当数落ちているような場合→脱落箇所多し、大きな装置や機器があり奥まで入れない場合→障害物あり、奥側の面の目視できず、など。
⑨ 目視・採取：該当する方に○印をつける。
⑩ メモ：気付いたことを記入する。
⑪ 自由記入欄：部屋のスケッチ（または平面図）を記入する。最低でも大まかな部屋の形、ドア（進入口）、窓の位置などは記入しておきたい。また、部屋の位置が特定できるように、隣接する室や廊下などを含めた範囲をスケッチするよう心掛ける。間取り図がある場合は、後日、これを貼り付け、説明を記入する。採取箇所の位置を記入する。

４．２．３　写真集の作成
現地での写真撮影は、その写真を編集し、調査報告書を作成する調査者自身がカメラマンとなることが望ましい。調査に補助員がいた場合でも、同一の現場を同時刻に撮影しても構図や撮影意図、視点が異なり編集時に混乱をきたすことになる。調査には、ある種の流れ、統一感、調査者自身が経験を積んで慣れ親しんだ手法などカメラワークが必要だともいえる。したがって調査者自身がカメラマンも兼ねることを推奨する。また、第三者に撮影時の状況を知らせるためにコメントを必ず記載する。なお、カメラの設定時刻は正確にしておくこと。後日整理する段階で、どの部屋の写真か、部屋ごとに記入した退出時刻と照らし合わせることで、混乱を避けることができる。
記入に当たっての注意事項を下記に示す。
①	写真：３．５．１　写真の撮り方を参照。
②	コメント：写真と共にメモとして残しておきたいことや、気付いた点を記入する。
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４．３　調査報告書の作成
調査結果を基に調査報告書をとりまとめる。調査報告書は現地調査総括票及び以下の資料で構成される。
①表紙（一般的には報告先、建築物名、調査年月、調査者（会社名）など）
②調査概要説明
・調査の目的、調査の条件などの説明
・建築物の名称、住所、用途、所有者、管理会社など
・調査日時、調査者、分析会社名など
・調査の目的、調査の条件などの説明
・建築物の概況（使用状況、利用形態など）
・調査ポイントの設定や、試料採取などの際に配慮した点
・調査できなかった場所の明示
③調査結果概要
・仕上げ表形式で各部屋の調査結果、分析の有無とその結果の表示
・仕上げ表形式で収まらない材料など（外構材料）の表記
（仕上げ表形式の例を示す）
④調査結果から得られるアドバイスなど調査者のコメント
・劣化状況（吹付け石綿の劣化度判定、漏水によるチョーキングや破損による飛散の恐れなど）、対策
の必要性、通常使用時の管理ポイント、改修・解体時の留意点
・専門業者への情報提供方法など
⑤調査箇所を表す平面図など
・試料採取箇所を明記する
⑥調査個票
⑦写真集など
⑧分析結果報告書
調査報告書の作成要領は巻末資料８も参考とすること。

４．３．１　現地調査総括票および現地調査個票の下書き
①	検体を分析機関に送付したら記憶が薄れないうちに現地調査個票を作成する。下書き程度でもよいから、調査当日に整理しておくことが望ましい。後日の思い出し作成だと思い違いが生じることがある。
②	現地調査個票は調査した部屋の順番に作成すること。順位を変えるとストーリー性がなくなり、間違いの元になる。これは写真のサムネイルを見ながら行う作業となる。
③	この現地調査個票に掲載する写真も同時に票に挿入しておく。同じような写真が多いので、注意を要する。例えば4-17ページの例のように２枚組写真にするなど本調査書を読む人にわかりやすい内容としたい。調査者が調査当日に行うべきこととは、この作業終了までを指している。
④	分析機関から、結果速報や石綿分析結果報告書を受領したら現地調査総括票および個票の作成に入る。この際に調査者は分析結果については十分に読む習慣をつけよう。３．７　調査票の下書きと分析結果チェックに記述したように早い段階でのチェックが重要である。調査者の目視推定と結果報告とが乖離しているケースや、あり得ない結果だった、これはおかしい分析だ、などという事態は皆無とはいい切れない。自分が送付したサンプルの番号が間違えていたり、分析機関側で取り違えるケースも考えられる。このように少しでも疑義がある場合には分析機関に問い合わせ、原因を把握することが重要である。正確を期すためには、場合によっては現地の再調査を実施するケースもあり得る。分析結果報告書を精査せずに本書に綴って依頼者に提出し、本件完了とするような愚はさけたい。
⑤	調査者は、分析方法について学ぶと共に、分析結果報告書のチェックの仕方や、添付された分析写真やチャートの見方などについても経験を積む努力は重要である。依頼者はこの石綿分析結果報告書の読み方や内容についてでも調査者に聞いてくる場合があり、それにたいして誠意を持ってわかりやすく説明する必要がある。調査者は分析結果の報告まで含めて調査全般を差配しているし、内容についての十分な説明は依頼者へ対しての責務であるともいえる。
⑥ 調査報告書が完成したら一度読み返しておきたい。本書で依頼者に正確に、かつ短時間に要領を得た説明をする必要がある。


平成○○年○月○日　



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿






(記入例)



	
○○○○ビル

建築物石綿含有建材調査報告書




















○○○○株式会社　○○支店

１　調査目的：		省略

２　調査場所：		○○県○○市○○区○○町３－６
	　○○○○ビル　全館全室調査　　				

３　調査日時：	第１回　平成○○年○月○日（火）9：30～　
第２回　平成○○年○月○日（日）6：30～
			
４　調査者：	立会い者	○○建物㈱ 　○○　○○　
		調査者		○○○○㈱   ○○　○○（石綿建材調査者）・○○　○○
             
５　調査条件：①図面はＲ階およびＢ１階、１階の平面図（竣工時）のみで仕上げ表ほかはない。建築物には常駐管理は日勤者のみいるが同行案内はできないので鍵を受領した。
②建築物改修履歴は平成○年に２階３階駐車場の石綿除去工事がある。設備その他の改修はあるが記録としては残っていない。
③使用中の建築物であり、ボイラー・電気その他は停止できない。入居している部屋には立ち入らない。８階のみ内装改修を予定しているので極小規模の破壊検査を行った。
④検体採取の総数に制約がある。疑義材料があれば採取してよいが同一材料の場合、代表する１カ所とした。

６　調査方法：現地での目視および疑義物質の検体採取調査、該当箇所の写真撮影

７　検体採取：別紙参照

８　検体分析：	○○○リサーチ㈱　　東京都○○区○○１-22　
（公的認可第三者機関　別紙添付）

９　分析方法：	JIS A 1481: 2016「建材製品中のアスベスト含有率測定方法」による
（アスベスト６種対象）
　　
10　調査結果：①ＰＨ１の空調機械室、ＰＨ２のＥＶ機械室、Ｂ１階の各機械室の天井（すべて露出）に使用されている、吹付けロックウール（乾式・半乾式）からクリソタイルが検出された。
②改修工事暦のあるアーケード側２階店舗にあるシースルーエレベーター内部のはり、柱、スラブの吹付けロックウール（乾式・半乾式）を追加採取したが分析の結果、石綿不検出である。
③３階駐車場は平成○年に吹付け石綿の除去工事歴がある。一部天井ボードで隠蔽（いんぺい）されている部分を開放して目視したが、吹付け石綿は露見されなかった。
④Ｂ１階機械室のボイラーなどから派生する各種配管のけいそう土保温材（主としてエルボ部）を採取し分析を行ったがいずれからも石綿は不検出であった。但し、これらの配管などの中間部にあるジョイント部のパッキン、ガスケット類は調査対象外として採取していない。
⑤煙突用断熱材を採取し分析を行った。アモサイトが検出された。
⑥その他石綿含有建材（非飛散性アスベスト：レベル３）は事務室床のＰタイル、便所などの天井の石綿セメント板（フレキシブルボード、ケイカル板）、せっこうボード、岩綿吸音板、外壁塗料などへ使用されている可能性はあるが今回は調査対象外である。

添付書類：	調査報告書（本書）・石綿分析結果報告書・分析機関認定書・調査員資格他
[image: ]

[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]
[image: ]㉓
㉑
㉒

４．３．２　石綿分析結果報告書
３．６．３　JIS A 1481のアスベスト分析結果報告書例に報告書の例を示す。

４．３．３ その他の添付資料
依頼者が、建築物所有者ではない場合もあり、また建築物所有者が建築物管理者ではない場合も多い。したがって現場の地図を付けてほしいとか、管理すべき基準や指針、参考資料が欲しいなどの要望が寄せられる可能性がある。参考資料は別冊だと紛失してしまいがちなので巻末に添付しても良い。
調査報告書には、調査者の資格、登録番号、連絡先などを１ページにまとめた「業務経歴書」を巻末に付しておくことを推奨する。誰が行った調査なのか、どの程度の知識を持った調査者なのかが不明な報告書の横行が、調査ミスや混乱を招く。
調査報告書は、永年にわたって建築物関係者に保存され、もしくは流通され、後年に改修工事や解体工事の際に活用されることを期待する。同様に分析機関の登録書や分析士の登録番号などの写しがあれば、これからも添付しておくことを勧めておく。

４．４　所有者等への報告
調査者は、建築物の所有者からの依頼を受けて、現地調査、石綿含有分析機関への調査依頼などを行い、現地調査総括票、現地調査個票、石綿分析結果報告書、その他添付資料をとりまとめた調査報告書を建築物の所有者等に報告する。
報告に当たっては、建築物における石綿の健康影響に関する基礎知識、リスクコミュニケーションの知識とその実施に関する技術などを踏まえ、公正中立の立場から、建築物の所有者等の求めに応じて、丁寧に説明することが重要である。また、調査結果によっては建築物の所有者等に石綿則や大気汚染防止法に基づく届出等の義務が生じることもある。調査者は、調査の目的を踏まえた上で、必要な内容を報告する必要がある。
建築物の所有者等は、建築物の解体・改修を行う場合は、施工者に調査報告書を開示し、適切に解体・改修が行われるよう協力しなければならない。
また、安衛法及び石綿則では、解体・改修工事の施工者は調査結果を40年間保存することとしているが、建築物等の所有者も、石綿飛散防止対策に責務を有していることから、解体・改修工事や石綿の除去までではなく、施工者と同様に施行後40年間保存することが望ましい。
なお、多くの建築物所有者は分析方法が改正されるたびに再調査を行ってきており、度重なる調査が負担となっているとの指摘があることも調査者は理解しておきたい。

４．５　地方公共団体への報告
地方公共団体からの依頼に基づき石綿の使用実態の調査を行った場合、建築物の所有者は、石綿含有建材調査者から提出された調査報告書を基に、地方公共団体に対して調査結果を報告し、報告を受けた地方公共団体は、あらかじめ整備した石綿台帳に調査結果を入力することとなる。
検体採取が出来ない場合等の報告書記載については４．１．５と同じものとする。
建築物の所有者にあっては調査者が、地方公共団体にあっては地方公共団体が委託した調査委託業者が、それぞれ契約に基づいてこれらの業務を行うことも考えられる。
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現地調査個票<外観>

Ｐ１

階数 定礎 有・無

構造 外壁構造

備考

-

メモ

例）建築物構造、使用建材、非常階段、換気ガラリ、ペントハウス位置、方位（北）、定礎ほか

南東面 　東面 定礎

北面、西面は隣接ビルあり精査不能

※本頁以下の写真、図面はイメージです



８F、PH2F、B1F 昭和49年11月竣工

SRC

南面CW、東面RCにタイル、他RC打放し

N

前面道路


image5.emf
<　○○ビル　>　 ※写真や文言は演習用のイメージです Ｐ２

　階　　：

PH２F

室名　：

EV機械室

部位　：

天井

材料　：

吹付けＲＷ

(乾式･半乾式)

厚さ：15㎜

劣化度 ：

劣化

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路

天井に吹付けＲＷ(乾式･半乾式)、壁はモルタル 天井、一部に吊りﾎﾞﾙﾄ増設の痕あり、一部で剥落個所あり

-

①採取は契約採取個数の関係で同一と目視判断した場合は階代表箇所とした（以下同じ）。

②天井の吹付け材は石綿含有吹付けロックウール（乾式・半乾式）、ドア近辺に50cm

2

の剥落個所および全体に付着力の低

下（浮き）が見られる。CH=2,750。



◆

N

ＥＶ機械室
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<　○○ビル　>　 Ｐ３

　階　　：

PH2F

室名　：

B階段

部位　：

天井・壁

材料　：

ﾎﾞｰﾄﾞ+塗装、

ﾓﾙﾀﾙ+塗装

厚さ：　-

劣化度 ：

-

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路

天井見上げ撮影。ボード下地に塗装。天井裏はCH5,000で

見られず（図面では断熱材は未記載）

壁はモルタルに塗装、階段床面（踏み面）はＰタイル（不採

取）

-

①A、B、C階段共通（目視確認スミ）。塗装改修の履歴なし（○○㈱○○氏談）。ただし地下階は不明とのこと。

②総括表は竪穴区画に記入した。

③最上部ボード裏は目視出来なかったが（非破壊調査）、８Ｆ事務室天井裏（RC、断熱材なし）と同様と思われる。



◇

N

Ｂ階段
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<　○○ビル　>　 Ｐ４

　階　　：

PH1F

室名　：

空調機械室

部位　：

天井

材料　：

吹付けＲＷ

(乾式･半乾式)

厚さ：15㎜

劣化度 ：

やや劣化

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路

-

配管保温材ほか（保温材、バルブパッキンほか）不採取 伸縮継ぎ手(不採取）、ダクトパッキン（不採取）

空調機械室。天井の一部（北側）に長さ1m程度の人為的な傷

あり（設備改修工事？）

天井吹付けＲＷ（乾式・半乾式）厚15㎜

※はりを除く部分の天井（はりはRC）

①分析の結果、石綿含有吹付けロックウール。

②依頼者要望により配管保温材類はB1Fの１箇所と指示されたので各室の確認はしていない。

③写真注釈の設備改修時（？）の傷はこの１箇所のみで、他は劣化なしなので劣化度判定はやや劣化とした。



◆

N

空調機械室
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<　○○ビル　>　 Ｐ５

　階　　：

８Ｆ

室名　：

事務室・廊下・

ＥＶﾎｰﾙ

部位　：

天井

材料　：

岩綿吸音板

厚さ：　-

劣化度 ：

-

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路

※基準階の図面なしのため、屋上図面を転用

８Ｆ（RFスラブ下）　事務室（空室・改修予定部屋）、天井裏確

認したが断熱材はない

上図矢印位置の腰壁を破壊開放。ウレタン吹付けあり（不採

取）

スラブ面には断熱材はナシ。北側の壁裏にはウレタン吹付け。

①改修工事計画により空室となっている最上階・北側の部屋および廊下、EVホールを代表として見る

②各階の事務室の目視確認をしていないが（客先都合により入室不可）共通と思われる。

③ボード壁裏（北側）にはウレタンが25㎜程度吹かれている（西側は吹付けなしを確認）。見上げのスラブ面（RFの床裏）には

ウレタン他の断熱材はない。および廊下の点検口（２箇所）からスラブ面を目視するが断熱材はない。



△

北側の内壁の破壊検査

◇

◇

◇

廊下点検口

廊下点検口

◇

EVホール点検口

△

◇ N

事務室

廊下

ＥＶホール
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<　○○ビル　>　 Ｐ６

　階　　：

４～８Ｆ共通

室名　：

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ室

部位　：

天井

材料　：

RC

厚さ：　-

劣化度 ：

-

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路

８Ｆ　パッケージ室（壁リシン、天井RCのため不採取） 北側の道路から見上げた位置

壁はリシン吹付けのため不採取。

①4F～８F共通（バルコニー状で１面が外気に面している）



◇

撮影方向

N

パッケージ室
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<　○○ビル　>　 Ｐ７

　階　　：

２～３Ｆ

室名　：

駐車場

部位　：

天井

材料　：

塗装

厚さ：　-

劣化度 ：

-

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路

※３階の図面無しの為、屋上図面を転用

（A）石綿を除去してから天井を貼った（３Ｆのみ）

（Ｂ）PS内はRC打放し（各階共通）

（Ｃ）駐車場天井

-

３Ｆ駐車場　西側一部天井貼り部（改修履歴有り）、その他は

RCスラブ（石綿除去歴あり・飛散防止剤の薬液不明）

同左　点検口開放（矢印部）、石綿除去後に設備改修され、

その配管を隠すために天井を貼ったものと思われる

①2005年に２、３Fの天井の吹付け石綿除去工事済みとの○○㈱○○氏談。石綿除去工事完了報告書他なし、業者名不

明。現況の塗装は石綿除去工事の粉じん飛散防止剤と思われるが薬液名は不明。除去工事は適正に行われている。

②目視の結果、２Ｆも同様の現況である。



自動車入路

◇

◇

一部天井有り（３Ｆのみ）

（2005年・改修履歴）

階段室横にPS室（Ｂ）

RC表し部（C)

天井有り部（Ａ）

RC表し部（C)

◇

◇

RC表し部（C)

N

◇

駐車場
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<　○○ビル　>　 Ｐ８

　階　　：

２Ｆ

室名　：

店舗

部位　：

天井

材料　：

石膏ボード

厚さ：　-

劣化度 ：

-

備考　：

採取・目視

メモ

　階　　：

１～２Ｆ

室名　：

店舗専用

ＥＶシャフト

部位　：

梁・柱・

天井ｽﾗﾌﾞ

材料　：

吹付けＲＷ

(乾式･半乾式)

厚さ：30㎜

劣化度 ：

-

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路

※基準階の図面なしのため、屋上図面を転用

①1998年に２Ｆ店舗の改修履歴有り（同時にシースルーEVの導入ほか）。EVは１、２Ｆのみ（店舗専用）。

②再調査（○年○月○日）→サンプリング（○○EVメンテ㈱立会い/○○様）。

③疑義物質がシャフト内の梁、柱、天井スラブより確認。再調査時に採取した。

④分析の結果、石綿不検出であった。吹付けロックウール（乾式･半乾式）、耐火１時間（30㎜）相当。



-

同　見下げ撮影（はり、柱）。　吹付けＲＷ(乾式･半乾式)１

時間耐火相当。

同左　検体採取（作業の安全のためサンプリング棒使用）

EVシャフト内。　見上げ撮影（はり、柱、天井）。EVはリフトアッ

プ方式（上部からの巻上げ方式ではない）。

南側シースルーEV。シャフト内部を開放し（EV業者立会

いによる）目視および採取。

再調査時に採取し分析の結果は石綿不含有。劣化度判定せず。

店舗内のボード天井裏を点検口から目視するがRC打ち放しで疑義材料はナシ。

◆

◇

点検口

◇点検口

N

店舗

増設ＥＶ（店舗専用）
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<　○○ビル　>　 Ｐ９

　階　　：

１F

室名　：

店舗A

部位　：

天井

材料　：

岩綿吸音板

一部ｹｲｶﾙ板

厚さ：　-　

劣化度 ：

-

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路

-

１Ｆ　店舗B　現況雰囲気 同左　天井開放（北側）。断熱材は無し。

①店舗B・C・Dは営業中のために未調査

②店舗Aは調査後に改修工事の予定あり。点検口（一部天井破壊開放）より天井裏を目視するがRC打ち放し。北側の壁面

の一部破壊したが断熱材なしを確認。

トイレ：天井はケイカル板

（不採取）



点検口（２個所）、天井板開放

（１箇所）より天井裏を目視。

岩綿吸音板（不採取）



店舗A

◇

◇

天井開放

◇

◇

点検口

点検口

△

点検口

N

腰壁一部破壊調査
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<　○○ビル　>　 Ｐ10

　階　　：

１F

室名　：

守衛室他３室

部位　：

天井

材料　：

石膏ボード他

厚さ：　-

劣化度 ：

-

備考　：

採取・目視

メモ

　階　　：

１～２F

室名　：

小型昇降機

シャフト

部位　：

天井・内壁

材料　：

ＲＣ

厚さ：　-

劣化度 ：

-

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路

Ａ　　事務室　ボードの天井裏はRC打ち放し。 B　　守衛室（同左）

-

小型昇降機のシャフト内部に疑義物質はナシ。

C　　小型昇降機シャフト内部。RC打ち放し。 D　　車路下事務室（旧・倉庫）。ボードの天井裏はRC打ち放

し。



-

事務室；天井ボード裏・断熱

材ナシ（写真A)

小型昇降機；シャフト内部；吹

付けなし（写真C）

事務室（2室）、守衛室の天井裏には断熱材はナシ。

車路下事務室（旧・倉庫→改

修履歴あり）；天井RC・断熱

材ナシ（写真D)

守衛室；天井ボード裏・断熱

材ナシ（写真B）

店舗A

◇

◇

◇

N
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<　○○ビル　>　 Ｐ11

　階　　：

１F

室名　：

外周部（東側）

軒天

部位　：

軒天裏

厚さ：　-

劣化度 ：

-

備考　：

採取・目視

メモ

　階　　：

１F

室名　：

ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ室

部位　：

折板屋根

厚さ：　-

劣化度 ：

不明

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（　　　　　　　）から採取、　→進入路

材料　：ＲＣ



軒天は石綿セメント板で表面仕上げはボンタイル調の塗装。

外周部の軒天裏の確認。断熱材なし。玄関ホール内のアルミ

スパンドレル裏は未調査（依頼者要望）。

同左。軒天井裏に断熱材はナシ。軒天井板は石綿セメント板

下地、ボンタイル調の塗装（不採取）。

該当室管理責任者が不在（非立会い）で入室できず。折板屋根のため屋根用折板断熱材の使用が懸念される。



材料　：不明

付帯施設。屋根は折板屋根で外壁はｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ積み。

CH=4,500

①外周部軒天のボード裏には断熱材なし。軒天があるのは東側のみ。仕上げのボンタイル調は不採取。

②玄関ホール天井裏は営業中のため未確認（依頼者要望）、およびシャッターボックス裏も未確認。

店舗A

点検口開放

◇

管理者不在のため

入室できず ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ室（裏庭側）

外周部（東側）軒天

N


image15.emf
<　○○ビル　>　 Ｐ12

　階　　：

B1F

室名　：

機械室他

部位　：

天井

材料　：

吹付けＲＷ(乾式･半乾式)

厚さ：30㎜

劣化度 ：

下表参照

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（配管エルボ）から採取、　→進入路

室名 材料 厚み 劣化度

機械室A

吹付けＲＷ

(乾式･半乾式)

30㎜ やや劣化

機械室B

吹付けＲＷ

(乾式･半乾式)

30㎜ 劣化

ボイラー室

吹付けＲＷ

(乾式･半乾式)

30㎜ やや劣化

電気室

吹付けＲＷ

(乾式･半乾式)

30㎜ やや劣化

ポンプ室 ＲＣ - -

オイルタンク室

排気ピット

不明 不明 不明

D階段 ＲＣ - -

マシンハッチ ＲＣ - -

地下から１階までの階段

機械室Aとは区画されていない（壁はない）

配管エルボ部けいそう土保温材採取（石綿不含有）

活電中で目視のみ

-

鍵管理者不在のため入室できず。天井に石綿含有吹付けＲ

Ｗ（乾式・半乾式）の使用が懸念される。

-



⑱⑲⑳

②⑨⑩⑪⑫⑬⑭

⑦⑧

⑰

調査手法は採取した箇所と目視のみの箇所がそれぞれあるため両方に丸をした。

備考

吹付けＲＷ（乾式・半乾式）採取（石綿含有）

-

①Ｂ１Ｆのほぼ全室が機械設備関係であり、小部屋が多く図が煩雑となるので１頁で示した。写真は次頁に添付。

②採取は依頼者要望により同一と判断した場合は代表箇所の採取とした。採取位置の図示は代表的な個所とした。

③劣化度判定は各室により異なる（下表参照）。煙突はP16、P17参照。

④マシンハッチ入り口（１F）の位置は当頁で示した。

⑤オイルタンク室、排気ピットは鍵管理者が不在のため入室できず。

写真

①③④　　⑮⑯



⑤⑥⑯

ポンプ室

機械室A

機械室B

電気室

ボイラー室

ｵｲﾙﾀﾝｸ室

排気ﾋﾟｯﾄ

ﾏｼﾝﾊｯﾁ

階段A

D階段

22

煙突灰出し口

（注）

マシンハッチは機械室Aとは区画されていない

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◆

■

21

管理者不在のため

入室できず

N


image16.emf
P13



⑦　電気室（入口）雰囲気。 ⑧　同左、天井・吹付けＲＷ（乾式・半乾式）の目視確認（はり

を除く天井部分）

③　機械室A。はりを除く天井部分に吹付け材あり。採取位置

などの検討

④　同左、バルブ部ラッキング保温材（不採取）



⑤　機械室B　天井の吹付けＲＷ（乾式・半乾式）の目視確認

（表層面はささくれている）

⑥　同左、グラスウール保温材（不採取）



①　機械室A　はりを除く天井部分に吹付けＲＷ（乾式・半乾

式）あり。

②　ボイラー室。天井に吹付けＲＷ（乾式・半乾式）の確認

（CH=5,100）


image17.emf
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⑮　機械室A　温水戻り管（表面被幕材の損傷は大） ⑯　機械室A・B共に配管エルボ部の損傷は顕著なものも複

数ある

⑪　１号ボイラー・配管エルボ（第１節目）　けいそう土保温材

採取位置

⑫　採取状況



⑬　採取箇所の仮復旧（テーピング） ⑭　２号ボイラー　第３節T字部分（採取位置の確認）



⑨　ボイラー室、吹付けＲＷ（乾式・半乾式）確認 ⑩　１号ボイラー（ボイラー本体内部の断熱材は使用中のため

未確認）


image18.emf
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余白

　　車路下の物置（RC打放し）、守衛室ほか別掲



⑲　１Fのマシンハッチ部の確認 ⑳　同左、隙間あり（将来の除去作業時は注意のこと）



　　　空調ダクトの送風側に伸縮継ぎ手（不採取） 　　　B1F　D階段　天井・壁はRC打放しで吹付け材はなし



⑰　B1F　ポンプ室（RC打放し） ⑱　B1F　マシンハッチ（見上げ撮影）。吹付け材はなし。機

械室Aとは区画されていない。



21 22
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<　○○ビル　>　 Ｐ16

　階　　：

B1F～PH2F

室名　：

煙突

部位　：

内壁

材料　：

煙突用断熱材

厚さ：50㎜

劣化度 ：

劣化

備考　：

採取・目視

メモ

凡例：◆天井から採取・◇目視、　▲壁から採取・△目視、　■（灰出し口）から採取、　→進入路

PH２F図

（全高54.8m）

　　　　　　　　　

B1F図

-

屋上。写真右側が東、手前が南。煙突は広告塔の内部にあり

PH2EV機械室の奥のドアからタラップを上り、天蓋を開けて出

入りする。

①煙突ライニング材。「カポスタック」内径832φ×50t×54.8m。アモサイト混入（メーカー公表）。

②便宜上、煙突の最下部（B1F）と最上部（PH２Fの上）の位置関係を本頁で示した。

③トップは目視のみ、採取は最下部の点検口より行った。写真は次頁に添付。



煙突灰出し口

PH２Fの屋上＋4m

煙突トップ

B1Fボイラー室

■

△

△

N
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ボイラー室雰囲気。正面ドアの幅850㎜。壁はRC打放し、天

井は吹付けあり

採取試料の確認。分析依頼書

B1Fボイラー室。正面は横引き煙道（断熱材未確認）。左から

右にRC部に挿入

点検口開放。ボイラーのRC架台あるため幅は800㎜。点検口

（500角）



最下部に堆積物（繊維状物質を目視確認）で排水ピットが埋

まっている。点検口から煙突まで600㎜

煙突内部撮影。右は横引き煙道の導入部。その上に煙突トッ

プを確認



※煙突（竪穴区画）は便宜上、最下部（B1F・ボイラー室）と最上部を同一頁に編集した。

※ヒアリングによれば過去に何回か堆積物を点検口から排出したとのこと。



PH２の上＋4mが煙突トップ．タラップ・避雷針あり、陣笠なし。

カポスタック・内径832φ×50t×54.8m

トップより煙突内部の見下ろし撮影。トップから1.5m下まで劣

化している。
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記入例

・該当する選択肢を〇で囲む、不明の箇所は「不明」と記入のこと

■今回調査の概要

棟　・　階 部位 レベル 調査手法 劣化度 分析結果 参照頁 備考

例）○棟○F （注2） （注4） 目視・採取 （注5） 有無、種別、含有量 個票頁数 現場の特異性等

PH2F 天井 1 目視・採取 劣化 クリソタイル3.5％ P2 梁を除く天井。壁はモルタル。

PH1F 天井 1 目視・採取 やや劣化 クリソタイル3.6％ P4

梁を除く天井。壁はモルタル。その他ダクトパッキン等あるが不採取。

８F 天井 - 目視・採取 - - P5

天井裏RC。北側の壁裏はウレタン吹付。

４～８F 天井 - 目視・採取 - - P6 壁はリシン吹付(不採取)

２～３F 天井 - 目視・採取 - - P7 石綿除去歴有(H○○年)

２～３F 天井 - 目視・採取 - - P8

店舗天井裏はRCを確認。店舗専用EV有り

１F 天井 - 目視・採取 - - P9 天井・壁裏はRCを確認。

１F 天井 - 目視・採取 - - P10,P15

天井裏は全室RC。小型昇降機有り

B1F 天井 1 目視・採取 劣化 クリソタイル3.6％ P12-15 各室別劣化度はP12参照

B1F 配管エルボ - 目視・採取 - 不検出 P12-15 2号ボイラー、温水戻り管

棟　・　階層 部位 レベル 調査手法 劣化度 分析結果 参照頁 備考

１F 軒天裏 - 目視・採取 - - P11

軒天は石綿セメント板地下の上ボンタイル調塗装(不採取)

棟　・　階層 部位 レベル 調査手法 劣化度 分析結果 参照頁 備考

1～PH2F 天井・壁 - 目視・採取 - - P3・P14

A,B,C階段共通。踏み面Pタイル

1～２F 梁・柱・天井 - 目視・採取 - 不検出 P8

1998年増設。1時間耐火30㎜相当

1～２F 天井・内装 - 目視・採取 - - P10 シャフト内部に疑義物質無し。

B1～PH2F 内壁 2 目視・採取 劣化 アモサイト61.1％ P16-17  カポスタック。点検口より採取。

１～８F 内壁 - 目視・採取 - - P7 疑義物質無し。各階共通。

■今回調査できなかった箇所

棟・階※ 参照頁 備考

１F P11 -

B1F P12 -

その他 - -

※今回調査個所と同様に記載する。

■調査者から今後の維持・管理のためのアドバイス(石綿が検出された場合に記入)

維持

環境調査

対策

措置

その他

(1)建築物名称 ○○○ビル （8）確認済証交付日・番号 昭和○○年○○月○○日付　第○○○○○号

(2)棟名称 ○○棟 （9）検査済証交付日・番号 昭和○○年○○月○○日付　第○○○○○号



■建築物の概要



作成日（平成○○年　〇月　〇日）       最終回収日（平成　○○年　〇月　〇日）

　　　　　は建築物の所有者等に記入を依頼してもよい。

(3)建築物所在地 ○○県○○市○○町1-2-3 （10）増改築の履歴 増改築なし　・　増改築あり　　(昭和○○年○月)

(4)建築物用途 商業ビル

（11）建築物構造

RC造　　・　　S造　　・　　SRC造

(5)建築物所有者 ○○○○

調査者

記入欄

所有者への

ヒアリング

　有　：　(平成△△年△月△日) 備考

-

　無　： （特記事項等）

８F、PH2F,B1F　　　　　　　　　　耐火　・　準耐火　・　その他

(6)所有者住所 ○○県○○市○○町1-2-3 （12）敷地面積 1,395㎡

(7)連絡先（TEL) ○○○-○○○-○○○○　　　　氏名　○○　○○○ （13）延べ床面積 4,120㎡

■所有者情報提供依頼概要

（14）石綿調査履歴

未調査　・自主判断　・調査機関実施　・不明 （17）図面の有無 　　　　図面有　　・　　図面無し

その他：なし （18）図面有の場合 竣工図　・　仕上表　・　矩計図　(平面図のPH1,１F,B1F)



（19）建築確認申請図書の有無

　有　：　(付近見取図、配置図、平面図、立面図ほか)

（15）調査機関

実施の場合の

み記載

調査会社名 ○○○○株式会社 　無　：　竣工○○年○○月

調査時期 平成○○年○月○日 （20）改修工事歴　-　1

　依頼日：（平成○○年○月○日）          　回答日：（平成○○年○月○日）

(部署名：2，3F駐車場)

所有者へのヒアリングの

実施の有無

　有　：　(平成△△　年　△月　△日)

（23）石綿処理歴　-　2

　無　・　有　（除去・封じ込め・囲い込み）（　年　月）

　無　： （部屋名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

不明　・　改修工事　　　(平成〇年〇月)　(部屋名：１F店舗B)

分析会社名 ○○○○株式会社 （21）改修工事歴　-　2 　改修工事　　　　　(平成〇年〇月)　(部屋名：2，3F駐車場)

（16）調査報告書の有無 　無　・　有　　(前回の調査報告書写しを本書に添付のこと)

（22）石綿処理歴　-　1

不明　・無　・有　　　（除去・封じ込め・囲い込み）　(平成〇年〇月)

調査者記入欄

調査会社名 ○○株式会社 分析会社名 ○○株式会社

調査会社住所・TEL ○○県○○市○○1-2-3　TEL　○○-○○-○○○〇 分析会社名住所・TEL ○○県○○市○○7-15　TEL　:　○○○〇-〇〇-○○○

所有者から得られた情報で必

要と思われる事項等

①昭和○○年に建物所有者が変更し、以前の改修工事の記録は残っていない。

⓶上記以降もテナントの更新は頻度多くあり、大規模改修工事(階単位)以外の小規模改修工事記録は保存していない。

③B1F,PH１F,PH2Fの空気環境測定は1度も行っていない。

調査日 平成△△年△月△日(△)　　10：30　～　18：00 調査者氏名 ○○○〇　　他1名　登録番号　(○○-　○〇〇)

エレベーター機械室

吹付けRW(乾式・半乾式)

空調機械室 吹付けRW(乾式・半乾式)

事務室、廊下、EVホール

岩綿吸音板

※調査会社は調査に関係する資格などがあればその証を、調査者は資格証などを、分析会社は各種登録証、資格証、結果証、結果報告書その他を本書に添付のこと

■今回調査箇所

部屋名 材料名

EV機械室、事務室・・・・ （注3）

店舗A

岩綿吸音板一部ケイカル板

守衛室ほか3室 石膏ボード他

外周部(東側)軒天 RC

パッケージ室(各階共通)

RC

駐車場 塗装

店舗 石膏ボード

B階段（１F～PH2F)

ボード＋塗装・モルタル＋塗装

店舗専用EVシャフト（１F～２F）

吹付けRW（乾式・半乾式）

小型昇降機シャフト（１F～２F） RC

機械室他 吹付けRW(乾式・半乾式)

ボイラー室内(保温材2箇所) けいそう土保温材

竪穴区画・煙突 材料名

部屋名※ 推定部位 推定材料名 調査できなかった理由

煙突（B1F点検口・PH2F頂部） 煙突用断熱材

PS（３F) RC

（注1）本「記入例」は通常の建築物利用時の調査を想定している。解体時等の事前調査を行う場合は、レベル3建材も調査を行うこと。

(注3)別添の「建材一覧表」から選定する。※本「記入例」は便宜的に仕上がり材料名を記している。

（注2）本「記入例」は便宜的に部位欄の「天井」表記は天井仕上げ材および天井裏の見上げ上階の床下も兼ねている。

該当室に入室する人へ石綿建材が使用されていることの告知と、注意事項（触らない、者を立てかけない、喫煙・飲食しないなど）の伝達を推奨します。

該当室の石綿対策工事（除去）を計画してください。



外部 材料名

上記以外の全ての部屋 不明 不明 第三者在室（協議により調査対象外）

年1回以上の定期的な石綿調査（劣化状況の把握など）と、損害箇所のできるだけ早い補修が必要です。

該当室内および直近の廊下、該当する階のEVホールなどで年1回以上の定期的な環境調査（粉塵のど測定）を推奨します。

ガスボンベ室（裏庭側） 折板屋根 屋根用折板断熱材 該当室管理責任者が不在（非立会い）で入室できず

オイルタンク室、排気ピット 天井・壁 吹付けRW（乾式・半乾式）鍵管理者が不在で入室できず

(注4)想定されるレベルを必ず記載。レベルの定義は建設業労働災害防止協会編「石綿技術指針対応版石綿粉じんへの暴露防止マニュアル」

　　(平成24年12月22日）に掲載されている分類による。石綿含有建材ではない場合「‐」と必ず記入する。

(注5)「3.5.3石綿の劣化に関する記録」を参照し判定する。※尚、本票は調査個所数の増加などの場合、必要に応じて行数、頁数を挿入すること。

現地調査総括票
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